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理事会と定期総会を開催 

                                  ［編集部］ 

 

 平成２７年度事業活動報告と収支決算、平成２８年度事業計画案ならびに予算案、

および平成２８・２９年度役員について定例の理事会と総会が開催され、いずれの議

案についても原案通りに可決承認された。 

 

［理事会］ 

 開催日時  平成２８年４月２１日（木） １８時～１９時３０分 

 開催場所  東京都千代田区神田神保町１－４０ 豊明ビル３Ｆ 

       ＮＰＯ法人日本バスケットボール振興会事務所 

 出 席 者  （敬称略五十音順） 

  会 長  佐室有志 

  副会長  阿部 進  小澤正博  日々野 明 

  理事長  渡辺 誠 

  副理事長 蒲田尚文  上谷富彦  杉山絹枝 

  理 事  川戸政角  草階勇人  坂本 博  佐々木政治 佐藤精孝  

       渋谷美由紀 羽佐田恭正 橋田龍太郎 結城昭二   

  監 事  大野龍一  黒川敏雄 

 

［総 会］ 

 開催日時  平成２８年５月２０日（金） １５時～１６時 

 開催場所  東京都千代田区神田駿河台  池坊東京会館 

 出 席 者  顧問、会長、副会長、理事長、副理事長、理事、監事、会員２９名 

       会員総数２０３名に対し、出席２９名、委任状提出９１名で会員数の

過半数により総会は成立 

 議事録署名者 小澤、渡辺の２名 

 

［佐室会長総会挨拶］ 

今総会も顔見知りの方々に多数出席いただき感謝申し上げま

す。日本のバスケットボール界もようやく落ち着きとまとまりを

取り戻してきました。 

日本協会も三谷会長と大河専務理事の新体制となるようです。

男子トップリーグもｂｊリーグは終了し、ＮＢＬもまもなく終                    

了します。そして両リーグとも 2016 シーズンからＢリーグとし

て一本化されて新発足することになっています。 

 振興会としましても新しい体制のＪＢＡと緊密に連携し、バス

ケットボール界の活性化を図っていきたいと考えます。 

そのためには底辺の強化と発展が必要であり、それに向かって皆で努力していくこ

とが求められますのでよろしくお願いいたします。 

 本日は総会ということで忌憚のない議論をいただきたいと思います。 
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［議 事］ 上記両会議とも共通 

 

第１号議案 平成２７年度事業活動報告  渡辺理事長 

平成２７年度の事業活動報告は資料の通りですが、主な項目について説明いたします。 

１．日本協会への協力と提言 

この春、日本協会事務所が五反田から東京文京区飯田橋へ移転し

たことに伴い、日本協会倉庫に保管されていた膨大な資料類の整

理と資料索引を作成し引き渡しました。昨年１１月の講演会では

新専務理事の大河さんを招聘して、協力関係の充実を図りました。 

２．組織の充実と財政の確立 

 会員の増強を図り、各種助成事業などの見直しを実行した結果、 

年間収支が黒字となりました。 

３．シニアバスケットボール、障害者バスケットボールなどの支援する 

 昨年同様全国シニア交歓大会の実施、シニア大会への助成、ＳＯ（スペッシャルオ

リンピックス）大会への審判派遣などを行いました。 

４．バスケットボールの広報・啓発活動を推進 

 会報誌の定期的発行や「バスケットボールの日」記念事業などに協力しました。 

５．日本のバスケットボール界における歴史の調査研究と資料の保管 

 昨年発足した日本バスケットボール学会に協力、先輩方が残した各種資料の収集を

行いました。 

６．会員相互の交流を図る 

 春の総会後の交流会、秋の講演会後の懇親会を始め、シニア大会などの場でも会員

相互の交流に力を入れました。 

 

各部別活動報告 

 

部
名 

事
業 

内
容 

事業目標 事業計画 事業実績 
 

総
務
部 

 

振
興
会
活
動
の
発
展
支
援 

 1) 通常総会 ・２６年度活動報告 ・5 月 15 日（水） 

 (於:池坊東京会館)  /同左決算報告  池坊東京会館で開催、 

  ・２７年度活動計画  交流会に、35 名参加 

   /同左予算案   

  ・春季交流会   

 2）秋季講演会 ・２７年１１月 ・11 月 5 日（木） 

  (於:池坊東京会館)  講演会  日本協会大河専務理事 

   および秋季交流会  ・事務総長を講師に迎え 

     池坊東京会館で、開催 

     58 名参加 

 3) 理事会 ・原則、２回/年 開催 ・4 月 21 日、12 月 9 日 開催 

 (於:振興会事務所)  （於：振興会事務所）   

 4) 正副部長会 ・原則、 ・7 月 14 日、9 月 17 日、 

   ３ヶ月に１回開催    2 月 4 日、3 月 17 日 開催 

   （於：振興会事務所）  9 月 17 日には 

     Sport for smile 創立者 

     代表梶川三枝氏を迎え、 
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     事務所で勉強会を実施 

 5) メルマガの内容 ・広報部、編集部の協 ・発信先 117 名 

  充実と会員の増強  力の下、３ヶ月毎に   

  キャンペーンの実  発信 ・個人会員：全国シニア 

 施 ・会員増強ＰＴの検討  交歓大会他で 15 名が 

   を踏まえた可能な施  新規加入 

   策の検討   

       
 

広
報
部 

振
興
会
の
周
知
に
よ
る
会
員
増
強
施
策 

 1) 本会の活動を多 ・公式ホームページの ・ホームページ内で 

  くのバスケット  下記項目の更新  各事業項目を実施 

  ボール愛好者に ・国際大会、全国大会   

  正しく理解して  のスケジュールを   

  頂く  カレンダーに掲載   

  ・振興会の活動予定、   

   活動内容の告知   

 2) 本会の会員であ ・総務部と連携して ・プラザ発行後に 

  ることのメリッ  メールマガジンの  メルマガ配信 

  トをアピールす  会員を増やして発信   

  る ・プラザの発行直後に   

   メルマガを配信   

 3) 日本協会と連携 ・日本協会の資料室内 ・継続作業中 

  し、バスケット  の資料を整理する   

  ボール資料のデ     

  ータベースを作     

  成する     

 4) 若年層バスケッ ・事業目標に向けた ・今期は検討中 

  トボール愛好者  具体的検討   

  にも訴求する広 ・入会促進カードと   

   報の内容・手法  リーフレットの   

  を検討する  リニューアル   

 5) その他 ・家庭婦人の大会プロ ・計画通り実施 

    グラムへ広告掲載   

  ・月刊バスケットボー ・計画通り実施 

   ル誌を希望会員への   

   配布   

  ・「映像に見る日本バス ・今期は検討中 

   ケットボールの歴史」   

    などの開催企画   

       
 

歴
史
部 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
議
に 

関
す
る
歴
史
情
報
の
収
集
と
周
知 

 1) 歴史的資料の収 ・歴史的資料の収集と ・継続実施 

  集・保管を継続   保管を行う   

 2) 過去のオリンピ ・男子 メルボルン・ ・モントリオールのオリン 

  ック出場の歴史  ローマ・ミュンヘン・  ピック女子の記事を掲載 

  検証  モントリオール      (プラザ No.67） 

  ・女子 アトランタ・ア   

   テネ・モントリオール   

  ・女子出場選手にアン   

   ケート調査、まとめ   
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  ・2020 年東京オリンピ   

   ック開催に向け、  

   上記大会に出場した   

   選手、役員、審判の方   

   々の座談会形式による   

   取材とプラザへの発表   

 3) 新企画のテーマ ・競技施設の歴史的検 ・ボールの歴史を紐解き、 

  として競技施設  証、ボール、バック  ボールメーカーを訪問 

  の歴史的検証を  ボード、リング、  取材、 28 年度プラザ掲 

  取り上げる  ネット、コート等  載準備中 

   順次取り上げ   

       
 
 

 

編
集
部 

 
 

会
報
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
ラ
ザ｣

の
編
集
と
発
送 

 1)  年間４回の定期 ・掲載記事の充実のため ・計画通り実施 

       発行  各号 3 回以上の会議   

 （5 月、8 月、11 月  を開催   

   及び翌年 2 月）     

 2) 関連する協会 ・ ・障害者関連、３x３、ス ・取材充実度に注力 

   連盟等の取材記  トリートバスケットな   

  事充実  どを含む団体と連携を   

   密にして積極的に取材   

 3) 掲載記事内容の ・掲載記事の積極的収集 ・記事充実度に注力 

  拡張と充実  ・振興会内部の各部門   

    と連携して案件を授   

    受し、特集記事に作   

    成して編集   

   ・振興会会員に参加し   

    ていただくバスケ関   

    連記事の発掘(情報   

    提供、問題提起、建   

    設的意見交換、自身   

    の奮闘記事などの提   

    供呼掛け)   

   ・その他、会報に適切   

    な記事の発堀   

 4) 有料掲載広告の ・広く会員にお願いして ・２社(日本建築センター＆ 

  獲得  種々の業種・団体と  高木本社)の新規広告に 

   交渉  成果あり 

   ・前年度実績以上の   

    獲得を図る   

       
 

普
及
部 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の 

普
及
・
支
援 

 1) 全国シニア交歓 ・代々木第二体育館で ・計画通り実施、男子９  

  大会の開催とシ  全国シニア交歓大会の  チーム、女子４チーム 

  ニアバスケット  開催(６月 26日・27日)  ２０１名参加、懇親会 

  ボール活動の助  と助成  にも１０５名参加 

  成 ・全国ゴールデンシニア ・１万円助成 

   交歓大会横浜カップ大   

   会の助成   

 2) 障害者バスケッ ・スペシャルオリンピッ ・2015 年スペシャルオリン 

  トボールの活動  クスの活動支援  ピックス夏季ロスアンゼ 

  支援    ルス大会出場選手に対し、 
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平成２７年度会員動向 

  

  平成２６年度末 平成２７年度末 
増減 備考 

  (H27.3.31) (H28.3.31) 

        新規会員１６名 

個人会員   １９６名   ２０３名  ７ 退会者９名(内逝去者３名、 

        ２年以上会費未納者４名） 

法人会員    １２社    １１社  ▲１ 
法人会員より個人会員 

に変更 

 

 
 

 
 

   相手チームへのお土産と 

   して、井上雄彦氏作成の 

     ポストカードを送る 

    ・2016 年 3 月、認定特別非 

     営利法人スペシャルオ 

     リンピックス日本・東京 

     から感謝状 

 3) 中学生バスケッ ・中学生バスケットボ ・世田谷区(5 月 10 日)、京 

  トボールクリニ  ール（初心者向け）ク  都市(5 月 17 日)にそれぞ 

  ック開催への協  リニックに協力（世田  れ実施。 

  力  谷区､目黒区､横浜市、 ・目黒区では、区立中央体 

   習志野市、京都市）  育館主催の小中学生対象 

   「シュートを上手にな  クリニックに協力 

   ろう」とテーマを絞っ  (3 月 21 日) 

   て開催   

       
 

事
務
局 

 

事
務
運
営
の
効
率
化 

 1) 会員の名簿管理      ・会員の名簿管理、会費 ・同左実施 

  会費の管理  の管理と併せ会費の徴   

   収を迅速に実施   

 2) 事務所、事務処 ・コピー機の共用等事 ・同左実施 

  理の効率化  務所移転を踏まえ、事   

   務所、事務運営の効率   

   化を図る   

 3) 事務所の外部団 ・事務所の外部団体貸 ・同左実施 

  体、貸し出しの  し出しについて有料   

  有料化  化の検討   

 4) その他   ・スペシャルオリンピック 

     スへ貸し出し、３万円の 

     賃料収入あり 

    ・2015 年 9 月熱中症声かけ 

     ﾌﾟﾛｼﾞｴｸﾄ「ひと涼みｱｳｫ 

     ｰﾄﾞ 2015 有料声かけ賞／ 

     スポーツ部門」 受賞  
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第２号議案 平成２７年度収支決算報告  佐々木事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：円 
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貸借対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号議案 平成２７年度監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４号議案 平成２８年度事業活動計画  渡辺理事長 

  平成２８年度事業計画について以下のような基本的方針が説明され、続いて各部

長から下表の具体的事業計画が提案された。 

 

１．日本バスケットボール協会への協力と提言 

     日本バスケットボール協会の活動、事業への協力 

２．バスケットボール競技団体への協力・支援 

    シニア、家庭婦人、障害者、ミニ、中体連など 
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３．バスケットボールの広報・啓発活動の推進 

     「１２月２１日はバスケットボールの日」委員会の活動支援、日本バスケ

ットボール学会との連携など 

４．日本のバスケットボール界における歴史の調査研究と資料の収集 

５．組織の充実と財政の確立 

     会員の増強、助成事業などの見直しを実行し、財政の健全化を図る 

６．会員相互の交流を図る 

 

 各部別事業計画 

  

部
名 

事
業

内
容 

事業目標 事業計画 

 
 

 

総
務
部 

 
 

振
興
会
活
動
の
発
展
支
援 

 1) 日本協会活動事業への協力 ・日本協会、Ｂリーグ等との関係の維持・ 

    と提言  強化 

    

 2）メルマガの内容充実と会員 ・広報部、編集部の協力の下３ヶ月毎に 

  の増強とキャンペーンの実  発信 

  施 ・全国シニア交歓大会での積極的な 

   勧誘他 

    

3) 会長・理事長の特命事項 ・バスケットボールの新たな展開への課 

   題の対応 

    

 

 
 

 

広
報
部 

 
 

振
興
会
の
周
知
に
よ
る
会
員
増
強
施
策 

 1) 本会の活動を多くのバスケ ・公式ホームページの下記項目の更新 

  ットボール愛好者に正しく ・国際大会、全国大会のスケジュールを 

  理解して頂く  カレンダーに掲載 

  ・振興会の活動予定、活動内容の告知 

 2) 本会の会員であることのメ ・総務部と連携してメールマガジンの 

  リットをアピールする  会員を増やして発信 

  ・プラザの発行直後にメルマガを配信 

 3) 日本協会と連携し、バスケ ・日本協会オフィス引っ越しの機会に 

  ットボール資料のデータベ  大幅に整理 

  ースを作成する   

 4) 若年層バスケットボール ・事業目標に向けた具体的検討 

  愛好者にも訴求するような ・入会促進リーフレットとカードの 

  広報の内容・手法を検討   リニューアル 

   する   

 5) その他 ・家庭婦人の大会プロ グラムへ広告掲載 

  ・月刊バスケットボール誌を希望会員へ 

   配布 

  ・「映像に見る日本バスケットボールの 

   歴史」 などの開催企画 

  ・タチカラ製バスケットボールハンド 

   ブックのＷＥＢ版作製を追加 

 



10 

 

 

 

  

 
 

 

歴
史
部 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
関
す
る 

 

歴
史
情
報
の
収
集
と
周
知 

 1) 歴史的資料の収集・保管を ・継続実施 

  継続する   

    

    

 2) 過去のオリンピック出場の ・女子 アトランタ・アテネ出場の選手、 

  歴史検証  役員の座談会を行い、５月のプラザに 

    掲載 

    

    

 3) 新企画のテーマとして競技 ・ボールの歴史を継続し、まとまり次第 

  施設の歴史的検証を  プラザに掲載 

  取り上げる   

    

    

 

 
 
 

 

編
集
部 

 

会
報
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
の
編
集
と
発
行 

 1)  年間４回の定期発行 ・掲載記事の充実のため各号 3 回以上の 

 （5 月、8 月、11 月  編集会議を開催 

       及び翌年 2 月）   

      

 2) 関連する協会 ・連盟等の ・日本協会をはじめとするバスケット 

   取材記事充実  ボール関連各種団体と連携を密にして 

    積極的に取材 

    

 3) 掲載記事内容の拡張と充実 （掲載記事の積極的収集） 

   ・振興会内部の各部門と連携して案件を授 

   受し、特集記事に作成して編集 

  ・振興会会員に参加していただくバスケ関 

   連記事の発掘 (情報提供、問題提起、建 

   設的意見交換、自身の奮闘記事などの提 

   供呼掛け) 

  ・その他、会報に適切な記事の発堀 

     

 4) 有料掲載広告の獲得 ・広く会員にお願いして種々の業種・団体 

    と交渉 

  ・前年度実績以上の獲得を図る 
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事
務
局 

振
興
会
活
動
の
運
営
支
援
・
事
業
運
営
の
効
率
化 

 1) 通常総会      ・２７年度活動報告／同左決算報告 

  （於：池坊東京会館） ・２８年度活動計画／同左予算案 

 
・春季交流会 

    
 2) 秋季講演会 ・２８年１１月講演会及び秋季交流会 

 （於：池坊東京会館）   

    

 3) 理事会 ・原則、年２回開催（於：振興会事務所） 

    

 4) 正副部長会 ・原則、３ヶ月に１回開催 
       （於：振興会事務所） 

    

    

 5) 会員の名簿整理、会費の管理 ・会員の名簿管理、会費の管理と併せ 
   会費の徴収を迅速に実施 
    

 

 
 

普
及
部 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
普
及
・
支
援 

 1) 全国シニア交歓大会の開催 ・代々木第二体育館で全国シニア交歓大会 

  とシニアバスケットボール  の開催(５月３１日・６月１日)と助成 

  活動の助成 ・全国ゴールデンシニア交歓大会横浜カッ 

   プ大会の助成 

 2) 障害者バスケットボールの ・障害者バスケットボールの活動支援  

  活動支援   

 3) 中学生バスケットボールク ・中学生バスケットボール（初心者向け） 

  リニック開催への協力  クリニックに協力 （世田谷区、京都市、 

    首都圏で１～２か所）、「シュートを 

    上手になろう」とテーマを絞って開催 

  ・目黒区立中央体育館主催のクリニック 

   に協力 

 4) 「12 月 21 日はバスケット ・代々木第二体育館で開催する記念 
  ボールの日」記念行事に  行事開催に協力と助成を行う(12 月 14 日) 

  協力   
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第５号議案 平成２８年度予算 

 

 

 

 

単位：円 



13 

 

第６号議案 平成２８・２９年度役員 

     ５０音順 

 役 職   氏 名  備 考 

会 長（理事）  佐室 有志  

副会長（理事）  阿部 進  

 大野 龍一 監事より新任 

 小澤 正博  

 従野 明宏  

理事長  渡辺 誠  

副理事長  蒲田 尚史  

 上谷 富彦  

 佐々木政治 理事より新任 

 杉山 絹枝  

理 事  草階 勇人  

 榊原 みどり  

 坂本 博  

 佐藤 精孝  

 篠原 正邦 新任 

 島本 和彦  

 渋谷 美由紀  

 鈴木 進吾  

 羽佐田恭正  

 橋田龍太郎  

 深尾 秀次  

 諸山 文彦  

 結城 昭二  

監 事  黒川 敏雄  

 清水 英邦  

 

 

 

 

名 誉 顧 問 

愛知 和男   

 

 

 顧 問 

 稲垣 安二 

 麻生 太郎  小笠原義昭 

 住田 正二  笹岡 太一 

 西室 泰三  関口 荘次 

 水野 明人  都崎 修男 

 矢野 哲郎  手嶋 曻 

 和田 清美  日比野 明 

 

総会質疑応答 

Ａ 女子日本代表がアジアで優勝してリオ・オリンピックに出場するにあたり、振興

会がバックアップ活動に何も触れていないのはいかがなものか。 

Ｑ ６月始めに発行するプラザ誌面で改めて取り上げることにしたい。 
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春季交流会開催 

 総会終了後に開催された恒例の交流会では、参加者が和やかなバスケット談義に花

を咲かせた。 

 

阿部副会長挨拶 

 先ほどの総会でも意見が出ましたが、今年はオリンピックイヤーであります。バス

ケットボール日本代表は、昨年女子がアジアを制して団体競技での出場権を最初に獲

得し、男子についても世界最終予選の出場権を獲得しており、オリンピック出場につ

いて希望が残っています。 

 また、車椅子バスケットもアジア・オセアニア地区でパラリンピック出場権を獲得

するという明るいニュースもありました。 

 これらのことは日本のバスケットボールが発展していることの表れであり、大変喜

ばしい出来事と言えます。 

振興会としましてもＪＢＡに協力しながら、日本のバスケットボール界を更に盛り上

げるべく力を合わせていく必要があるのではないでしょうか。皆さん方の応援を期待

しております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              交流会に参加された方々 
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会報「プラザ」70 号の発行に寄せて 

1978 年から 40年余り、時代とともに歩み重ねる 

            理事長 渡辺 誠 

 

         振興会会報誌「バスケットボールプラザ」は平成 5 年(1993)の振興会

発足とともに独自の「振興会ニュース」として第１号が発刊され、その

後の改称を経て本号で 70 号の節目を迎えます。 

 振興会が前身の「日本実業団バスケットボール連盟協力会」として昭

和 53 年(1978)に発足した当時は、「実業団バスケット」「実業団バスケ

ット協力会ニュース」及び「実業団バスケットだより」と「日本実業団

バスケットボール連盟」の記事を中心に 23 回の発行を重ねています。 

 振興会として発足した平成 5 年(1993)からは「振興会ニュー

ス」としてＢ５版８ページ程度で第 1 号から第 12 号までを発

行し、平成 12 年(2000)12 月の第 13 号から「バスケットボー

ルプラザ」と名称変更してＡ４版に拡大されました。現在は

40 頁ほどの規模で年間４回、定期的（5 月、8 月、11 月、翌年

2 月）に発行しています。 

 配布先は、「振興会の会員」を初めとして「公益財団法人日

本バスケットボール協会」「都道府県協会」「日本協会の所属団

体」「バスケット関係雑誌」「新聞社の担当記者」など多方面に

わたり、さらに、「国立国会図書館」「秩父宮スポーツ図書館」「日本体育協会・資料室」な

どにも配布しています。 

 「プラザ」の内容は、「バスケットボールの大会記録」「バスケット界の現状分析」「日本

のバスケットの歴史・文化」に関する記事など多岐にわたっています。例えば、「会員だよ

り」「人物抄」「わが軌跡」「風神・雷神（意見）」「私の履歴書」「あの人この人」などの会

員紹介記事、物故者の「追悼文」「追悼の記」「訃報」などの記事があります。開催した座

談会「戦後初めての国際試合・ハワイ AJA オールスター戦(1950)」では、出場した選手た

ちの記事などをまとめ、日本のバスケットの歴史的話題を歴史部会が調査研究した 20 編以

上の記事も掲載しています。また、普及部など各部の活動状況報告記事が掲載されていま

す。 

今後は日本協会をはじめとするバスケットボール界の関連諸団体の記事をさらに充実さ

せる所存です。 

「バスケットボールプラザ」は、多くの関係者からバスケットボール界の貴重な情報機

関誌として評価されていると考えています。3 か月毎の発行には、多大な時間と努力が必

要で、その成果である「バスケットボールプラザ」を発行する編集部の皆さんに心から感

謝しております。 

今後も、NPO 法人日本バスケットボール振興会が「日本バスケットボール界の普及・発

展」活動をするための一助として、「バスケットボールプラザ」がバスケ界にとって「振興

会にしかできないこと」を提案・発信する会報誌であることを期待します。 

 

 

実業団バスケットだより 
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会報 第 1 号から第 70号までの変遷 
 

            ［編集部］ 

 

 以下に、平成 5 年(1993)の第 1 号から第 12 号まで「振興会ニュース」としてＢ５版８ペ

ージ程度のもの、その後続けて平成 12 年(2000)12 月の第 13 号から「バスケットボールプ

ラザ」と名称変更しＡ４版に拡大されて発行されたものの年月と主たる記事を列挙する。 

 

号数 発刊年/月   主 要 記 事 な ど 

 1 1993/ 7 振興会ニュースとして発刊開始 Ｂ５版８頁 表紙含め白色紙 

 2 1994/ 9 第１回役員会、役員会員一覧表 

 3 1995/ 8 役員会報告、牧山新会長豊富 

 4 1996/ 3 振興会の方針と事業計画、役員会員一覧表、年間２回発刊へ 

 5 1996/ 9 役員会報告、振興会規約 

 6 1997/ 4 理事会報告、日本リーグ発展構想、表紙がカラーとなる ２４頁 

 7 1997/ 8 住田会長就任挨拶、春季役員会、各組織団体会長懇談会 

 8 1998/ 1 秋季役員会、理事会、振興会規約改訂 

 9 1998/ 8 春季理事会、第１３回女子世界選手権、日本家庭婦人連盟創設 

10 1999/ 4 秋季理事会役員会、春季理事会、振興会案内 

11 1999/ 9 春季役員会、JBL 新構想、WJBL 新構想、他     ４８頁 

 12 2000/ 5 理事会・役員会報告、韓国ＫＢＬ情報、観客動員問題について 

 13 2000/12 Ｂ５版からＡ４版へ改訂、誌名をバスケットボールプラザに変更 

 14 2001/ 4 春季理事会報告、振興会規約改訂、観戦記  年間３回発刊へ 

 15 2001/ 7 定期総会報告、特集「日本協会新男女強化部長」取材、観戦記 

 16 2001/12 秋季理事会報告、特集「ミニバス」観戦記 表紙デザイン変更 

 17 2002/ 4 春季理事会報告、観戦記、特集「笛の世界」 

 18 2002/ 7 定期総会報告、講演会 

 19 2002/12 秋季懇親会、特集「日本協会石川専務理事」取材 

 20 2003/ 4 春季理事会報告、特集「普及問題」協会理事＆普及部会 

 21 2003/ 7 総会報告、特集「アテネ・オリンピックを目指して」 

ＨＤ内海氏、ＡＣ萩原氏 

 22 2003/12 秋季理事会、特集「日本協会佐藤専任コーチの方針」 

 23 2004/ 4 春季理事会、特集「盛り上げよう日本のバスケット」記者座談会 

 24 2004/ 7 女子日本代表オリンピック出場紹介、特集「日本協会大高広報部長」 

 25 2004/12 アテネ・オリンピック女子ＨＤ内海氏、審判須黒氏取材 

 26 2005/ 4 特集「全日本４連覇」アイシン鈴木ＨＤ、記者からの特別寄稿 

 27 2005/ 7 特集「プロバスケット発足の展望」日本協会副会長取材、 

定期総会報告 

 28 2005/12 愛知会長就任、特集吉井四郎氏の足跡、臨時総会報告 
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 29 2006/ 4 FIBA 世界選手権大会日本開催予告、特集「東海大学インカレ初優

勝 

 30 2006/ 7 FIBA 世界選手権大会日本開催予告、特集「畑龍雄氏」 

定期総会報告 

 31 2006/10 FIBA 世界選手権大会日本開催、特集「ＪＡＬ ＲＡＢＢＩＴＳ」 

 32 2007/ 1 アジア競技大会結果、全日本総合選手権大会、年間４回発刊へ 

 33 2007/ 5 特集「日本鋼管の９４連勝」定期総会報告、ＮＰＯ法人化、 

広報部から編集部発足 

 34 2007/ 7 男女 FIBA アジア選手権結果、日本協会紛糾混乱 

 35 2007/11 ベルリン・オリンピック史、トップリーグ開幕、事務所移転 

 36 2008/ 2 スペシャルオリンピックス支援、全日本総合選手権大会 

 37 2008/ 5 尾崎正敏氏の忍者ディフェンス特集、女子日本代表強化状況 

 38 2008/ 7 FIBA 女子オリンピック最終予選、理事長交代 

 39 2008/10 日本協会新役員体制 

 40 2009/ 2 秋季講演会、発刊月を年間４回に定期化 

 41 2009/ 5 定期理事会・総会報告、ハワイＡＪＡチーム来日懐古 

 42 2009/ 8 東アジア男子選手権純優勝、全国シニア交歓大会報告 

 43 2009/11 女子日本代表世界選手権出場権獲得、講演会 

 44 2010/ 2 全日本総合選手権大会、東アジア競技大会男女結果 

 45 2010/ 5 定期理事会・総会報告、リンク栃木ＪＢリーグ初優勝取材 

 46 2010/ 8 男女日本代表強化、浜松東三河ｂｊ初優勝・中村ＨＤ取材 

 47 2010/11 女子世界選手権結果、講演会 

 48 2011/ 2 全日本総合選手権大会、アジア競技大会結果 

 49 2011/ 4 東日本大震災発生の影響により不規則特別発刊、各種大会中止 

 50 2011/ 5 定期理事会・総会報告 

 51 2011/ 8 全国シニア交歓大会報告、女子日本代表強化状況 

 52 2011/11 FIBA 男女アジア選手権大会、渋谷バスケットボールストリート 

 53 2012/ 2 全日本総合選手権大会、講演会 

 54 2012/ 5 定期理事会・総会報告、佐室会長就任、女子日本代表強化状況 

 55 2012/ 8 ロンドン・オリンピック世界最終予選敗退、 

全国シニア交歓大会報告 

 56 2012/11 講演会、国際審判ＯＢ座談会 

 57 2013/ 2 全日本総合選手権大会、「女子バスケット世界の動向」内海ＨＤ取

材 

 58 2013/ 5 定期理事会・総会報告、全国シニア交歓大会報告 

 59 2013/ 8 表紙デザイン変更とカラー化、各頁の紙質向上による写真の鮮明化 

 60 2013/11 女子日本代表アジア制覇、世界選手権出場権獲得 

 61 2014/ 2 全日本総合選手権大会、1964 東京オリンピアン座談会 

 62 2014/ 5 定期理事会・総会報告、1964 東京オリンピアン座談会、理事長交

代 
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 63 2014/ 8 全国シニア交歓大会報告、男子統一プロリーグ創設へ向け話合い 

 64 2014/11 FIBA 女子世界選手権大会、アジア競技大会、講演会 

 65 2015/ 2 全日本総合選手権大会、ＪＢＡ国際大会出場停止処分 

 66 2015/ 5 定期理事会・総会報告、JAPAN TASKFORCE の動き 

 67 2015/ 8 ＪＢＡ国際資格停止処分解除、全国シニア交歓大会報告 

 68 2015/11 女子日本代表アジア制覇、オリンピック出場権獲得、講演会 

 69 2016/ 2 全日本総合選手権大会 

 70 2016/ 6 節目の７０号となる 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発刊当初はごく一部の方に頼っていた編集業務も、平成１０年(1998)から広報委員会を

組織して発刊するようになり、平成１５年(2003)から組織を広報部から編集部として独立

改名し現在に至っている。 

 発刊にあたっては、事前の編集方針企画策定、原稿収集、ワープロ加工、記事校正、印

刷業者への発注、完成後の送付作業などで編集部員は多忙を極める。バスケットボール界

がいろいろと変化してきた歴史についても、常に情報を正確に読者へ伝えるための努力を

怠らずにやってきたことが、最近の評価につながっているようである。 

 これからもバスケットボール界の情報を正確に伝えることを惜しまず、振興会発展に寄

与できるよう編集部員一同がさらなる努力を傾注していく。 

 

 

 

 

 

2001 年 12 月号 

 

 

 

2013 年 8 月号 

 

2000 年 12 月号 

 

発刊当初の振興会ニュース 

 

バスケットだより 1992 年 6月号 

 

振興会ニュース第 1 号 
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リオ・オリンピックに向って（女子日本代表） 

頑張れニッポン・アカツキファイブ 

 ［編集部］ 

 

 ４月１１日に決定が発表された愛称「アカツキファイブ」の女子日本代表は８月５日か

らブラジル・リオデジャネイロで開催されるオリンピック競技に向けて第１次（４月９日

～２０日）と第２次（４月２５日～５月１１日）の強化合宿を終了している。 

 第２次強化合宿では、戦術の拡大と発展、外国人選手との対戦を通じた「個の強化」と

選手の見極めとして、世界ランク２位のオーストラリアを迎え、「三井不動産 BE THE CHANGE 

CUP」の３戦を４１－８０、５５－８１、７３－８４の連敗で終えた。日本代表は渡嘉敷選

手を欠いたチームであったが、１０㎝以上の平均身長差が克服できず完敗を喫した。 

第３次強化合宿（ヨーロッパ遠征）では、５月１６日～２１日の味の素ナショナルトレ

ーニングセンターでの合宿を経て、５月２２日～２８日にフランス・アンジュ、５月２９

日～６月６日にベラルーシ・ミンスクにおいて「実戦における戦術の錬成と確立、外国人

選手との対戦を通じた「個の強化」と選手の見極めをする」としている。 

それ以降第４次、第５次は、実戦における戦術の実践と応用・発展を、第６次は南米で

各対戦国に合わせた戦略対策、コンディショニング(時差対策、現地環境への適応)、更に

大会期間中、本戦における対戦国へのアジャストと試合毎の戦略の組み立てを、それぞれ

のテーマにして下記の日程が組まれている。 

 

［第４次強化合宿］ 

６月１６日(木)～３０日(木)、チェコ・プラハへ遠征 

 

［第５次強化合宿］ 

７月２日(土)～１０日(日)、味の素ナショナルトレーニングセンター他にて壮行試合、 

 

［第６次強化合宿］ 

７月１４日(木)～１６日(土)、味の素ナショナルトレーニングセンターにて 

７月１７日(日)～２７日(水)、アルゼンチン・ブエノスアイレスにて 

７月２８日(木)～３１日(日)、ブラジル・サンパウロ(予定)にて 

８月 1 日(月)～ 4 日(木) 、ブラジル・リオデジャネイロにて 

 

［オリンピック本番］ 

８月 ６日(土)～２０日(土) 

詳細の日程は別紙に登載される。 
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リオ・オリンピック女子 バスケットボール 

組み合わせ全日程が決まる 

 ［編集部］ 

 

 ２０１６年リオデジャネイロで開催の女子オリンピックバスケットボールトーナメン

ト全日程が５月１９日(木)にＦＩＢＡから発表された。ちなみに、フランスで６月１３日

（月）～１９日（日）に開催される参加資格取得の選手権大会（世界最終予選大会）での

上位５か国がオリンピック参加資格を得て、空きのポジションを埋める。 

 

［グループ分け］ 

 

グループＡ  グループＢ 

１ 最終予選５位  １ カナダ 

２ 日本  ２ 最終予選４位 

３ ブラジル  ３ アメリカ 

４ オーストラリア  ４ セネガル 

５ 最終予選３位  ５ セルビア 

６ 最終予選１位  ６ 最終予選２位 

 

 

［日本の日程］ 

 

 ８月 ６日（土）対 最終予選３位 

 ８月 ８日（月）対 ブラジル 

 ８月 ９日（火）対 最終予選１位 

 ８月１１日（木）対 オーストラリア 

 ８月１３日（土）対 最終予選５位 

 

 

［ファイナル日程］ 

 

 ８月１６日（火） クウォーターファイナル（準々決勝） 

 ８月１８日（水） セミファイナル（準決勝） 

 ８月２０日（土） ファイナル（決勝・三位決定戦） 

 

世界最終予選大会の上位国は、ヨーロッパを主とする世界のトップクラスであり、勝利

するのは容易ではない。しかし、内海ヘッドコーチがメダル獲得を目標にすると言ってい

る通り、最善を尽くして 2020 東京オリンピックへ希望をつなげてもらいたい。振興会全員

で勝利を祈念し応援しましょう。 
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リオ・パラリンピックに向けて（車椅子） 

車椅子バスケットボール連盟から皆様の支援に感謝 

 ［普及部］ 

 

 「三菱電機 2015 IWBF アジア・オセアニアチャンピオンシップ千葉」が 2015.10.10.～

10.17.に千葉市ポートアリーナで開催され、男子日本代表がリオへの出場権を獲得した記

事は、プラザ No.６８(11 月号)に掲載されている。このたび、一般社団法人日本車椅子バ

スケットボール連盟会長の玉川敏彦氏から上記大会について寄稿をいただいたので以下に

提供する。 

 

リオ・パラリンピックに向けて 

 

一般社団法人日本車椅子バスケットボール連盟（ＪＷＢＦ）は初めての試みとして国際

大会の開催を日本連盟として開催しました。競技団体主催（国際大会）としては初めての

ことと聞いています。 

初体験の大会のため、内閣府の平田室長さんからの紹介で千葉市の副市長さんを紹介い

ただき、副市長さんを介して千葉市長の熊谷さんから全面的に支持をいただきました。 

今大会には、アジア・オセアニア地区の執行役員と事前打ち合わせをしていましたが、

大会直前に事務局長の辞任、会長の罷免等で、アジア・オセアニア東地区副会長の私が会

長代行として対応させていただきました。 

大会運営についてはＩＷＢＦのモーリンオチーチヤドさんからの助言を頂きました。 

今大会には男子１２か国、女子３か国の参加をいただき、出場権の争奪戦となりました。

男子参加国は、日本代表、アフガニスタン代表、オーストラリア代表、中華人民共和国代

表、イラン代表、大韓民国代表、マレーシア代表、フィリピン代表、サウジアラビア代表、

タイ代表、チャイニーズタイペイ代表、およびアラブ首長国連邦代表です。女子参加国は、

日本代表、オーストラリア代表、および中華人民共和国代表です。残念ながら女子日本代

表は３位と出場権を得ることはできませんでしたが、男子日本代表は韓国と激戦のすえリ

オへの切符を得ることが出来ました。 

この大会により、多くの市民並びに関係者の声援が力になったことや、車椅子バスケッ

トボールの魅力が（競技）スポーツとしてアピールできたと思います。 

今回の大会にご支援いただいた千葉県、千葉市、特別協賛として三菱電機株式会社様、

協賛としてサントリーホールディングス株式会社様、その他多くの企業様からご支援いた

だきました、改めて感謝申し上げます。 

 

一般社団法人日本車椅子バスケットボール連盟 （ＪＷＢＦ） 

会長 玉 川 敏 彦 

 

http://www.jwbf.gr.jp/national_team/info/paralympic/result/2015_1.php
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日本バスケットボール殿堂 

殿堂の設立を提唱する 

会員 山見 博康  

 

● 日本バスケットボール協会（JBA）は、「日本バスケットボール殿  

堂」（Japan Basketball Hall of Fame）設立を宣言し、設立準備 

を開始。同時に都道府県協会に対し、「都道府県の殿堂」設立を 

推奨するよう提唱します。 

● 都道府県協会は、夫々「殿堂」設立を宣言し、設立準備を開始す 

るよう提唱します。 

 

このことは私が過去２年以上いろいろな機会において提唱し続けていますが、日本協会

ではまだ実現せず、昨年 10 月私案に賛同した神奈川県協会（柿沼憲一会長）が「県の殿堂」

設立を宣言し現在準備中。神奈川に続いて各都道府県有志の設立宣言を期待しています。 

この機会に提唱の理由を明らかにし、多くの方々に殿堂の必要性について理解を深めて、

是非とも早期実現促進にご支援協力頂きたく存じます。 

 

「殿堂（Hall of Fame）」は、偉大な指導者、レフェリー、選手、特別功労者の栄誉を称

え、その歴史を永遠に記憶に留める為のものです。殿堂入りに際し、多くのレジェンドの

名声が改めて世に知れ渡り、その選考過程から発表に至るまで活発なメディア報道により

そのスポーツの愛好者のみならず国際（国民）的話題となることは周知の通りです。米国

には近代バスケットボールを形作ったジェームス・ネイスミスの名前を冠して「ネイスミ

ス・メモリアル・バスケットボール殿堂」があり、FIBA 殿堂はスペインにあります。日本

スポーツ界には野球、ゴルフ、サッカーしかなく、今こそ４番目としてバスケットの殿堂

設立を、しかも我がバスケだけが他に先駆けて都道府県殿堂設立を提唱するものです。 

 

Ⅰ 殿堂設立を思い立

った経緯 

１．日本協会との関

わりは、2012 年

12 月大阪桜宮高

校 事 件 を 機 に

2013 年初め裁定

委員会が設置さ

れ、委員長を拝命してからです。その機に多くの関係者の話を訊いた結果、バスケ界

が長年に亘って混乱し、その発展が阻害され、子供達に夢・憧れを与える事が出来て

いないことに驚き、失望しました。バスケ界には、互いへの尊敬の心、先輩を敬い功

労者を讃える気風も培う仕組みもなく、一貫したビジョンを目指す風土もバスケット

を愛する心の統一もない。そこに混迷を深める根本要因があるのではないか？との疑

念を抱いたのです。 

 

 

 

 

 

 

The Naismith Memorial Basketball Hall of Fame 

マサチューセッツ州スプリングフィールド 
 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%B5%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%84%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%B5%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%84%E5%B7%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:B-Ball_HOF.jpg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Bas.jpg
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２．「こんなことがあってはならない！」と思ったのは、2014 年１月天皇杯を観に行っ

た時です。来賓席で観戦中の元オリンピック選手の中に憧れの元住金海保宣生選手も

（初めてお会いしたのは大学 4 年の 1967 年、増田（現姓：木内）貴史選手始め名選

手を何人も擁する住友金属のトライアウトに参加した時）、早速、挨拶に行き初めて

の握手に感激しました。しかし、その他のレジェンドは？というと、若い人に握手や

サインを求められる訳でもなく、観客に紹介され拍手を受けることもない・・・「今

の人に知られていないのだ！」「往年の栄光はいずこ？」「華やかな選手時代に比して

実に寂しそうだなぁ」とショックでした。そして培った経験を発揮できる場もなく、

公的にも認められず無念にも世を去ることに・・・。（実際、海保選手は昨年他界！） 

 

Ⅱ FIBA 統合問題ののち 

１．JBA は「2014 年 10 月末迄に統合なければ制裁」との FIBA 勧告を受け、同年 6 月統

合に向け改革タスクフォースが結成されましたが、私は、今回の改革は人に例えれば

「身体の統一」に過ぎず、根本的解決には「心の統一」が不可欠だと痛感！「心身揃

って真の人」なのにこれでは「仏作って魂入れず！改革により問題が逆に深まるのを

防ぎ、好転させる必要がある。それには“殿堂”が最適最良と確信したのです。 

２．一方、日本バスケットボール振興会（JBBS）は渡辺誠理事長主導で、JBA の要請も

あり既に数年前より記録や記念品・遺物等を整理中でした。そこで JBA＆JBBS 両幹部

の内諾を得て、2014 年 7 月有志７－８人を集い「殿堂タスクフォース」発足、10 月

末統合出来た暁に殿堂設立を発表する予定で検討を重ねていました。しかし残念にも

統合不成功により 11 月 FIBA 制裁を受けたのですが、私はそれにより殿堂の必要性は

更に高まると時の JBA 幹部にも進言。その後、FIBA ワイス TF 共同代表に直接面談、

川淵三郎会長や大河正明事務総長にも私信にて、殿堂設立の意義を訴えました。 

本年６月三屋裕子新会長体制が発足し、９月からは「B リーグ」の記念すべき初年

度が開幕します。従い、今こそ JBA が殿堂設立を宣言する絶好のチャンスなのです。

並行して JBA 主導で都道府県の殿堂設立を推奨し、2020 年東京オリンピックはおろか

50 年 100 年後のバスケ界発展への礎をスタートさせる天の時といえましょう。 

 

Ⅲ 殿堂設立の狙い：効果 

１．殿堂は日本バスケット界の精神的主柱となり、JBA 長期ビジョン達成への思想統一

へ向かって先達、功労者を敬う精神風土の醸成を図ります。選手として優れるだけで

なく人格高潔になろうとする気運を盛り上げます。心身修養、自律心昂揚、責任自覚！ 

２．全てのバスケットボール愛好家達、特に子供達にロマン・誇り・喜びを与え、バス

ケットボールを愛する精神の共有を図ります。誰もがこぞって大歓迎し人心統一へ！ 

３．日本バスケット界の歴史、試合や諸活動を公式記録として管理、公私の記念品・遺

品等々の散逸を防ぎ、バスケ界の資産＝財宝として保存し永遠に後世に遺します。 

４．メディア露出を増やし、バスケ愛好家を喜ばせ・誇りを持たせると共に、バスケ人

口を増やす大きなチャンスに出来ます。殿堂入りの功労者選定・授賞式等々一連のプ

ロセスのセレモニー化により、年中行事としてメディアを通して広く社会に報せ、知

名度アップ＆良好なイメージ構築を図り、普及活動の一環とします。 

５．バスケ関連ビジネスの増加を図り、長期的にバスケ界発展に寄与します。 

６．殿堂入りレジェンド達はそのキャリアを後進の指導やバスケ界の発展に活かせます 
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Ⅳ 都道府県に広げる理由 

１．“日本殿堂入り”は高根の花！極々限られるが、都道府県なら手が届く目標になり、

子供や若い選手が切磋琢磨し優れた人物になろうとするでしょう。メディア露出によ

って身近なスターや英雄を増やしバスケ人口急増のチャンスを生み出します。 

２． JBA を頂点に全国都道府県のネットワーク化により意思疎通が促進され、ガバナン

ス強化と全国協会の一体化・統一化が図れます。 

３．日本と都道府県の殿堂入りレジェンドが培った卓越した技術やノウハウを子供や若

い選手達に公私にて伝授できるネットワークを構築できます。世界との交流も期待！ 

 

Ⅴ 具体的方法 

１．方法：コスト削減の為、当初は「バーチャル殿堂」で開始。JBA は JBBS とのコラボ

で「バーチャル殿堂作成フォーム」をホームページ上に公開し、記録の入力から取り

掛かる。殿堂設立宣言した都道府県はダウンロードして随時入力可能。JBA をトップ

に全国ネットでリンクしていく。当初構想の様に運営は当振興会に委託するのも一案。 

２．ハード：記念物・記録等収集・入力は即刻開始。建物は可能になった時点で。 

３．資金調達・・・「大義」に対する積極的支援協力。バスケへ恩返し期待。 

① スポンサー募集：「バスケットボール」のお陰でビジネスに浴している企業 

例：ミズノ、モルテン、スポルディング、アシックス、ゼビオ、セノー・・・他 

② 企業支援：「バスケットボール」の恩恵に浴している企業 

例：トヨタ、東芝、アイシン、三菱電機、新日鉄住金、豊田通商・・・他 

③ バスケから人生に潤いと楽しみの恩恵を得た or 得ているバスケ愛好家＆篤志家 

④ 百円募金（一般個人募金・・・子供も参加可能にする） 

４．「FIBA 殿堂」「米国殿堂」との協力：2014 年 10 月 20 日振興会渡辺理事長と   

東京 YMCA 訪問、米国殿堂への紹介・諸資料提供協力を要請、快諾を得た。 

５．想定プロセス 

殿堂設立構想発表 ➡ 殿堂設立委員会発足＆発表➡殿堂入り候補者選定審査委員会 

設立＆発表 ➡ 審査委員会委員発表 ➡候補者選定基準発表 ➡ 候補者選定開始 ➡ 

FIBA・米国の殿堂視察 ➡第 1 回殿堂入り者決定＆発表 ➡ 記念式典挙行 

 

Ⅵ まとめ 

 JBA における新体制構築は順調に進展し喜ばしく存じますが、改めて、今こそ「殿堂設

立」を宣言すべき絶好のチャンスです。それにより、人心の統一と長期的バスケ界発展の

布石を同時に図ることができるでしょう。「殿堂」に反対する人は皆無です。「殿堂」に関

わるいろいろな活動そのものが、メディアの話題になり、新旧問わず愛好者やバスケに関

係するビジネス界もこぞって歓迎することでしょう。 

 

山見博康（やまみ・ひろやす）略歴  広報・危機対応コンサルタント 

1945 年福岡県生れ、68 年九大（経）卒。神戸製鋼入社、91 年広報部長、デュッセルドル

フ事務所長を歴任。02 年山見インテグレーター（株）設立。中１よりバスケに親しみ「い

つでもどこでも誰とでもいつ迄も」をモットーに今も定期的にプレー。国立七大学 OB「Seven 

Brothers」の一員としてシニア大会出場。 
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ミニ・中学生クリニックに協力 

東京都目黒区立中央体育館主催へ講師派遣 

                                  ［普及部］ 

 

 平成２８年３月２１日、東京都目黒区立中央体育館主催のバスケットボールクリニック

に講師として振興会から従野副会長と結城理事を派遣し協力した。 

対象は小中学生。地域の社会体育のメッカである地元体育館の主催によるクリニックへ

の協力で、今回が二回目。昨年は４８名であったが、今回はミニから６９名、一般公募で

１５名（うち小学生１４名）の計８４名の参加であった。特徴としては区報掲載による参

加者が昨年に比べ大幅に伸びたこと、小学校６年生（４月からは中学生となる）の参加が

３６名と４０％強を占めたことが挙げられよう。 

 

 テーマを昨年に引き続き「シュートを上手くなろう、ステフィン・カリーになろう」に

絞り、指導に当たった。(ステフィン・カリー：ＮＢＡの３Ｐシューター) 

 

 冒頭、従野講師より、バスケット

ボールへの取り組み姿勢、具体的に

は下記の点について約２０分間、分

かり易く説明があった。 

・常に目標を持とう 

・常に疑問を持とう 

・協力は強力なり 

 

次に、結城講師より、下記を要点

とする理論に基づき、実践的クリニ

ックが行われた。 

・バスケットボールスタンス及び目線の高さの重要性 

・シュートはドリブルの延長であり、最終の形であるとのイメージを持つことの重要性 

 

いずれも詳細な内容は、こ

れまで本誌に掲載されてきた

ので割愛するが、参加者にと

っては元全日本女子チームコ

ーチやオリンピック元日本代

表選手から直接指導を受ける

数少ないチャンスであり、一

言も聞き漏らすまいといった

真剣な姿勢が印象的であった。 
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 ２時間半にわたるクリニック終了後、恒例により、小学校６年生と中学校１年生の参加

者には中学校進学後のバスケットボールや勉学への取り組み姿勢についてのメッセージ文

書とバスケットボール英語単語集を手渡し、クリニックを締めくくった。 

 

 今回も、地元ミニバスケットボールのコーチの皆様には本クリニックの趣旨をご理解頂

き、お世話になった。東京海上日動バスケットボール部からは公式戦最終日の翌日にも拘

らず，鍬本ヘッドコーチ、選手２名、女子マネジャー１名の計４名にボランティア参加頂

いた。厚くお礼申し上げたい。 

 

 なお、本クリニックの一部は動画で近日中に本会のウェブサイトに掲載の予定であり、

ご覧いただければ幸いです。 
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日比野 明 さん 

            

日比野さんは昭和５年(1930)東京の生まれで現在８５歳、東京新宿

区にお住まいでお元気である。昨年一時的に健康を害されたこともあ

ったが最近では振興会の諸活動にも参加されている。 

東京高等師範付属中学から付属高校へ進み、昭和２４年(1949)早稲

田大学理工学部へ編入された。前号人物抄堀さんの紹介でも触れたが、

この頃の方々は戦後の混乱期で学校の教室が不足し、旧制と新制の学

制変更などもあって編入が多かったようである。 

 バスケットボールを始められたのは中学の時で、先輩から誘われてのことであった。付

属中学時代、チームは結構強く秋に開催される学習院との定期戦では圧勝、関東大会では

準決勝で武蔵を１点差で破り決勝で九段と対戦。またもや１点差で勝利して優勝を勝ち取

る原動力になった。 

 日比野さんが早稲田大学バスケットボール部へ入られた頃、大学には体育館がなく練習

は屋外コート、体育館での練習がしたくて焼け残っていた都内高校の体育館を借り歩いた

という。 

 日比野さんと言えば後述するようにバスケットボール界に貢献された歴史は簡単に著述

できないほど豊富であり、特に審判で活躍されたことは有名である。審判を始められたの

は学生時代、早くから学生連盟委員を務められたが、学連の委員は下部リーグの審判をや

らなければならなかったようで、明治大学の晨さんや藤堂さん、同じ早稲田大学の香中さ

んらとともに審判の道に入られた。 

 昭和２９年(1954)早稲田大学卒業後、文化放送へ入社されるが、その当時はテレビ放映

が一般化してなく放送と言えばラジオ局が主体であった。 

 日比野さんに「どうして文化放送を選ばれたのですか」と質問したら、「いくつかの放送

局の入社試験を受け、たまたま文化放送に合格した

からだよ」とあっけらかんと言う。 

 学生審判として笛を吹いていたことから昭和３

０年(1955)に日本協会公認審判資格を取り、３年後

にＡ級審判員、昭和４１年(1966)には国際公認審判

の資格を取られた。 

 昭和４６年(1971)になると日本協会審判委員会副

委員長として、日本協会理事に就任し最初は審判担

当理事だったが次第に担当範囲を広げ、調査研究部

の仕事や企画部部長として日本協会諸行事の企画

運営に当たられ、１０年以上にわたって日本協会理事を務められた。当然のことながら所

属していた日本学連でも常任理事と広報渉外部長として活躍されている。 

 審判で活躍していた日比野さんに国際大会の審判として日本代表チームに帯同する機会

が回ってきた。昭和４６年(1971)、ブラジルで開催される第６回女子世界選手権大会の笛

を吹くことになった。主会場はサンパウロ、帯同審判はあちこちの会場で笛を吹くことに

人物抄 

 

公認審判当時 
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なったが、当時ブラジルは決して治安が良いとは言えず審判は銃を持った護衛に一人ずつ

守られて体育館に行ったそうである。 

 大会最終日の前日、帯同審判の笛をこなした日比野さんに急いでサンパウロへ来るよう

にとの連絡が入った。何事かと思って主会場へ行くと、最終日の決勝戦ソ連対ブラジルの

試合の審判を担当するようにとのメッセージがあった。 

 翌日の決勝戦は開催国ブラジルが対戦するとあって会場は超満員、コートサイドは狭く

猛暑の中、観客にぶつからないように走ることに汗を流したが、地元ブラジルの反則を吹

くと一斉にアイスキャンデーがコートへ投げ込まれ、相手のドイツの審判とともにそれら

の片づけをしながらの笛は更に汗だくだったという。 

 この時の日本代表チーム団長であった稲垣氏（元振興会副会長）は、この大会の報告書

の審判について次のように記している。 

 

 

 日比野審判員は、その技術や態度が他の審判に比し非常に優れていた。ソ連対ブラ 

ジル、チェコ対ブラジルというメインイベントの審判をされたことは、日本の誇りで 

もある。 

とかく本大会に参加した審判の多くが、あまりゼスチャアを伴わず判定のみを下す 

だけであるので、選手にとっては何が何だかわからないこともしばしばあり、随分選 

手を当惑させていた。あのような騒音の中では、ゼスチュアを大きくし選手や観衆に 

今の反則は何であるかを明確にすることが、絶対に必要であるように思われた。 

 

 

 日比野さんは勤務先の文化放送でも手腕を発揮されて、計数部長から催し物事業部長に

昇格、審判とともに多忙な日々を過ごしていたある日、日本協会専務理事就任の話が持ち

上がった。昭和６２年(1987) 松下電器（現パナソニック）役員だった故遊津さんや、早稲

田大学ＯＢの故牧山さんらの推薦によるもので断るすべはなかった。 

 最近の日本協会専務理事は専任制となってバスケットの仕事に専念できるが、当時は全

くのボランティアで、勤務先の仕事をこなしながらの任務遂行は相当厳しかったようであ

る。業務がら、放送局の仕事は午後からが多く夜間に及ぶのは当たり前、明け方まで業務

をこなして帰宅し、わずかな睡眠の後、午前中日本協会へ出向いて専務理事の業務に携わ

り、午後から放送局へ出勤するサイクルが続いた。更に土日は後輩審判育成のため講習会

などに出かけなければならず、文字通り休む暇はなかったがバスケットで鍛えた強靭な心

身がこの厳境を支えたのであろう。 

 昭和５７年(1982)、現役審判を５２歳で引退した日比野さんは、後輩審判の指導や日本

学連の役員を務められ、やがて実業団関係の役員と連携を取るようになる。 

 平成に入るとそれまで実業団のＯＢで構成されていた実業団協力会という組織を、広く

日本のバスケットボール界を発展させるため、学連ＯＢをも含めた組織にしようという機

運が高まり、実業団ＯＢと学生ＯＢによる話し合いが始まった。日比野さんは学連役員と

してそれに加わり、バスケットボール界発展のためには両者が一体となって新しい組織構

成を進めることに賛成する旨を学連に提案したところ最初は猛反対されたという。 

 しかしながら日本のバスケットボール界をより普及発展させようという趣旨では実連Ｏ

Ｂも学連ＯＢも一致するところとなり、平成５年(1993) 日本バスケットボール振興会が誕
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生する。発足した振興会の理事となった日比野さんは、ここでも積極的に業務をこなされ

た。 

 後輩でもある初代二宮理事長の下、総務部長という立場で細かい仕事もだまって引き受

けられていた。以前から鍛えられた粘り強さで振興会の沿革を調査してレポートにまとめ

られたり、会員を主とする交流会の企画をしたりと歳は重ねても相変わらずの努力を怠ら

なかった。 

 平成１９年(2007) 振興会がＮＰＯ法人化された際には、総務部長として定款の原案作成

や事業計画の企画立案なども含め、法人にふさわしい内容にしなければならないと言って

自ら調査研究をされて法人化に一役買われ、翌平成２０年振興会副会長に就任され、振興

会全体をリードする立場で活躍された。 

 日比野さんは、現役審判時代は勿論のこと、引退されてからもバスケットボールのルー

ルに精通しておられた。それはいつでもルールブックなどを精読されて表面的なルールの

みならず、その精神や適用まで本当の意味でのルール研究も長い間続けられ、オンザコー

トに現れる事象についてルールに照らし合わせることを怠らなかった。 

 日比野さんに最近の審判について尋ねると「昔は育成するために叱咤する審判も多かっ

たが、最近ではそういう審判も見当たらず残念だねえ」との言葉が返ってきた。 

 何事についても真正面から取り組むとともに、常に調査研究を重ねられる姿は現在も変

わることなく、振興会歴史部においても活躍されているが、ルールや審判の話になると目

の色が変わる様子は日比野さんのバスケット人生を象徴している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            代々木第二体育館での審判 
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 会員だより 

 

  「ＳＯＳ」５周年記念祝賀会 

                                 

  篠原 正邦 

 

 2016 年 4 月 2 日、有楽町「ニュートウキョー綴」で STARS OF STARS

（ＳＯＳチーム） のチーム結成５周年記念パーティーを開きました。 

 日本バスケットボール振興会から、小澤副会長・渡辺理事長のご来賀を賜った上に、選

手及びその夫人等 30 名が出席し、和やかに開催されました。 

 思い起こせば５年前のことでした。既に７０歳近い老人たちが４０数年ぶりに集まって、

選りに選ってバスケットボールのチームを作るとは・・・。家族や友人知人たちの揶揄と

も心配とも非難ともとれる声や顔。 

それでも、「昔執った杵柄」よろしく、1966 年卒の同期で、当時の関東六大学バスケッ

トボールリーグで競い合ったメンバーが 9 名集まりました。 

 チームの決め事はたったの二つだけ。一つ目は「全国シニアバスケットボール交歓大会

の試合に出る」こと。二つ目は、そのためにも「月２回の練習をする」ことでした。しか

し、それに勝る原則は、兎に角「楽しくやろうや」でした。 

 そしてチームのマネジャー的存在の鈴木進吾氏の計らいで、東京千代田区にある学校等

の体育館を練習場とすることに成功、早速練習に取り掛かりました。 

 初めての練習でしたが、それなりにその道を極めたメンバーたちですから、再度バスケ

ットボールに挑戦するためには、フットワークや体力作りの必要性は判り切っており、老

体には多少酷なメニューでしたが、誰一人の文句も無く、黙々且つ粛々と行われました。 

しかしながら、４０年以上のブランクは如何ともし難く、フリースローを例にとると、

投げたボールはリングにも届かぬような有様でした。 

 そんなチームでもメンバーはアスリートの端くれ、試合に負けると悔しいし、矢張り本

能として勝ちたい。そのためには、より多くの厳しい練習をするしか無い、と言う事は自

明の理です。練習を月４回に増やし、若手メンバーで戦力を補強し、守備を固め、攻撃力 

 

 

 

挨拶をする日本バスケットボール振興会 小澤副会長、渡辺理事長と STARS OF STARS 諸山代表 
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を高め、次第に「楽しんでやろうや」が「勝つためには何でもやろうや」に変わっていき

ました。 

ある時の練習に応援で来てくれた助っ人が、練習後ＳＮＳで「高校の部活の様な厳しい

練習で、スリーメンも３往復、その上シュートを落とすと、何回もリピート有りでビック

リしたよ。」と呟いていましたっけ。 

 そんな STARS OF STARS もチーム結成５年にして、今や所属するリーグの中でも優勝

を争えるチームにと変貌を遂げました。結成当時のメンバーたちが徐々にリタイアする中、

唯一チーム自体が存続することが、これから我々の老いた心を温かくくすぐる、かけがえ

のない存在となって行くものだと思っています。 

 こんな老骨に鞭打つこと５年、これまでを振り返ることと家族に理解を深めてもらう意

味も含めて開催したパーティーでは、選手全員が自己紹介を兼ねてエピソードなどを披露。 

その中身はほぼ皆さん同じで、練習のきついこと、試合に勝てた思い出、これからも前向

きに頑張る決意表明でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＯＳチームのメンバーたち 
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 会員だより 

 

『老師』と呼ばれて 

                                        

伊藤 聡 

 

 小学生の頃の私は、ドッジボールと走り高跳びは得意な方だったが、

運動神経がいいとは思っていなかったので、同級生たちがやっているようなスポーツには

挑戦することはなかった。できないことを笑われるのが怖かったからかもしれない。だか

ら、野球などは見ている側で、自分がしようという思いはほとんどなかったと言っていい。

しかし、中学に行けば部活動を選ばなければならない。父親のバレーボールの大会を時々

見に行っていたのでバレーボールでもやってみようかな程度のことは考えていたように思

う。 

 ６年生のある日、父親の会社で社員及びその家族の大運動会が開かれた。引っ込み思案

な私はおよそ競技とは関係なくただ眺めているだけであったのだが、小学生の玉入れに出

ることになってしまった。記憶は定かではないが大小様々なボールを自分で選び、高さの

ある籠に入れて何人かでリレーするものであったように思う。それぞれが思い思いのボー

ルを手にしていく。誰もが重いボールは避けたようで、当然のように大きく重いボールが

残っていた。それがバスケットボールであった。少しばかり背の高かった私はアンカーだ

った。この出来事が中学でのバスケットボール部への入部の動機になったことは言うまで

もない。 

 バスケットボールのバの字もわからないまま飛び込んだ世界であった。指導者には時々

来る高校生の先輩、長距離のランニングは最も苦手で、サボりもしチーム内で仲違いした

こともあった。強くもないチームだったが、組み合わせがよかったこともあり地区大会で

は決勝まで進んだ。決勝の相手校の監督から『８番には気をつけろ（私の番号は８）』の声

が飛んでいた。どんなことに気をつけろと言っていたのか不明だが、人知れずほくそ笑ん

だものである。 

 中学卒業後は地区外の高校へ進学、部活動はしないつもりだったが、下宿先の先輩から

の誘いに簡単に乗ってしまい、バスケットボール部に入部してしまった。当時チームは県

下でも１・２位を争っており、練習も厳しかった。そんな中では私は全くの初心者のよう

なものだった。向上心に乏しく努力家ともいえない私にとって学業との両立は難しく、成

績は下がる一方で、高い下宿料を払う親のことを考えると学業に専念しないといけないと

思い一時部活動から遠ざかった。しかし、意志が弱く、勉学のみに打ち込むことができず、

どうせならバスケットボールをやり続けようと部に戻り、結局高校総体兼国体の予選まで

続けた。結果は準優勝だった。国体の選抜チームに入らないかと誘いを受けたが学業があ

るからと表向きかっこよく断った。 

 大学に進学し、ぶらぶらしていると高校時代に練習試合をした友人から一緒にバスケッ

トボールをやらないかと誘いを受けた。少々悩んだが暇を持て余すよりはいいかとすんな

り入部した。小柄なチームで私は 178cm のセンターとしてやってきた。東北の 190cm 台 
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の大型選手と対等とはいえないまでも五分にやり合えたときなど、先輩や仲間から称賛さ

れ内心優越感に浸ったものだった。２年の時、東北インカレで準優勝し初めての全国イン

カレに出場した。そのとき初めて聖地と言われた代々木第二体育館のコートでプレーする 

ことができた。豪快なダンクシュートに驚き、狡猾なプレーも知った。その時の大型選手

には全く太刀打ちができず、試合はいつの間にか終わっていたという感じだったが、代々

木のコートは思い出の地となった。 

 それから４０年。今日まで一般のクラブチームやマスターズへの参加などでプレーを続

けてきたが、そのおかげでもう二度と立つことはないだろうと思っていた代々木のコート

に立てる機会を得た。それが、昨年の『H27 全国シニアバスケットボール交歓大会 in 代々

木』であった。奥州市の油井協会長から『あなたに期待しているから』と誘いを受けたと

きは、ぜひとも行きたいとわくわくした気持ちを抑えられなかったのを覚えている。 

 もちろん勝ちたい気持ちはあっ

たが、やはり往年のプレーヤーた

ちにはかなわなかった。期待に沿

うことはできなかったものの代々

木のコートでゲームができたとい

う満足感があった。今年も参加さ

せていただく予定だが、ただ思い

切り楽しみたいと思っている。 

 退職後にはゴルフに誘われたが、

『俺にはバスケットがあるから』

と断ってきた。昨年のシニア大会

参加を契機に、地元の４０代の女

子チームの練習に参加させてもら

い体を動かしている。 

 ６０歳過ぎのプレーを見て陰で

『老師』と呼んでいるそうだが、

そう呼ばれるのも悪い気はしない。

普段の生活の中でぎっくり腰を起

こしたり、容易に骨折したりする

体になっているし、これまで酷使

してきた膝や腰も悲鳴を上げている。痛いのを我慢しているとそれが当たり前になって健

康な体の状態を忘れてしまっている。怪我のないようにとは思いつつも、いつかは引導が

下されることだろうが、その日までは『老師』は走り続けるつもりである。 

                                ［大船渡市在住］ 

 

          

 

全国シニア交歓大会 in 代々木 No.83 伊藤選手 
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 バスケットボール湘南だより（その 14） 

     ◇◇ふたたび幼稚･保育園児へのアプローチを！！◇◇ 

  中瀬 達雄 
◆観客を沸かせた幼児のバスケット(平塚フェスティバル)◆ 

▽フェスティバル初の企画“幼稚園児・保育園児バスケ” 

2 月 11 日、平塚総合体育館のアリーナでは 32 回目を迎えた平塚地区バスケットボール

のお祭りが開かれた。フェスティバル委員の面々が毎年いろいろな企画を考えている。近

くは、「中学１年生選抜チーム対ミニバス選抜チーム」という他地区では見られない(珍？)

企画が出て、ミニバス応援関係者を夢中にさせたが、ゲームとしての面白さはもう一歩と

言うことで終わってしまった。そして登場したのが、幼稚園児・保育園児バスケットであ

る。 

▽ラグビーの中でのバスケット体験か 

２面コートでの体験会は、まずコー

トサイドでのミニバスゲームの見学で

ある。「ボールを持って走ってはダメ」

を、実物を見てわかって貰う狙いで、

論より証拠で、思っていたより見学の

効果はあった。この後２面２組に分か

れての体験プログラムで、柔らかいボ

ールを使ったこともあり、ドリブル、

パス、シュートは、思ったよりできる

なあと言う感じだった。 

 最後は、60 名近い参加者が、それぞれ４組に分かれて５分間のゲームを２回ずつ経験し

て貰った。中には全くラグビー状態の子もいたが、全般的には一生懸命にドリブルをつき、

何とかパスを繋ごうともしていた子も多かった。 

▽ゴール配布⇒体験会⇒幼稚園大会？ 

昨年９月の開催以来 2 回目だが、今回は、参加者募集のため各園に直接訪問してポスタ

ーを配り、ローカル紙の協力もいただいた。当日は、ボールの色でコートを分け、予め配

布のビブスの色でチームを分けるなど円滑な運営を工夫した。 

また、プログラムの工夫は、コートへ出る前にミニバスのゲームを見学させたことであ

る。「今ボールを取った。ドリブルするよ、そして止まったら、今度はパスだよ」と、コー

トサイドでプレイの流れを解説する。これによって、「ボールを持って歩かない」ことを身

体で理解して貰えたようである。 

結果は、参加者・保護者はもちろん、フェスティバルへ来た観覧者・バスケ関係者から

の注目を集め、絶賛の声を聴くことができた。 

平塚バスケットボール振興会では、年間３～４回程度はこの体験会を継続的に開催し、

ミニバス連盟と連携してミニバス選手発掘の一助にと考えている。 

 

 会員だより 

 

 

 

 

 

（撮影；5 月 5 日・斎藤豊） 
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【速報；5 月 5 日・平塚アリーナ開催の体験会は、ミニバス大会の日程の中に中央コー

ト 2 試合分をとって開催された。2 回の計 50 名の参加者が、ミニバス選手・保護者の見守

る中で、ドリブル・パス・シュート練習とゲームを体験した。次回は 10 月 1 日のシニア大

会の中での開催が計画されている。】 

 

◆広がる幼稚･保育園への幼児用ゴール配布◆ 

▽平塚の２０台から始まって                   

 日本協会のデータによれば、ミニバス選手の登録人数は、2010 

年度をピークとして漸減・頭打ちの状態が続いているのが実情で 

ある。少子化時代だからバスケットに限らず、どのスポーツも同 

じ事情であろう。 

ミニバス選手･チームが減っているときに、究極の対策は幼稚・ 

保育園児確保以外にない。ここに着目した平塚バスケットボール 

振興会は、昨年、初の試みとして、市内の幼稚・保育園に幼児用 

ゴールを無料配布し、高い位置のゴールとボールで遊んで貰うと 

ころから始めた。                             

 

【プラザ 67 号参照】 

▽関東ミニバス宴会から拡大が始まった 

今年の１月、茨城県で開催された関東ミニバス大会の役員懇親会の席上で、この「幼児

用バスケットゴール無料配布」を話題に出したところ、早速反響があった。 

群馬県ミニバス連盟の会長がその場で「その話に乗った！！」と手を挙げ、その後の群

馬県ミニバス関係者の活動で、30 台の幼児用ゴールを高崎市内の幼稚園に配布することと

なり、メーカーに手配中となっている。 

▽神奈川ミニバスから全国へ 

さらに、神奈川出身の坂本日本ミニバス連盟理事長から各地方の関係者に、この話を紹

介した、こちらにも手ごたえのあったようだ。特に北海道ミニバス連盟が、深い関心を持

ったようで、道内の関係組織との連携を進め、？00 万円の予算を確保したとの情報も入っ

て来た。 

◆日本バスケの底辺ミニバスを支える幼児対策では？◆ 

▽誰の、どこの仕事が・・・役人スタイルじゃ駄目 

以前の本欄で「連盟あって協会なし」と冷やかしたが、別の見方をすると、自分たちの

大会に関係ない分野には関心を持たず、手も出さないのがバスケット界の現状と言える。

口では「各カテゴリーの連携活動」とか、「ミニからナショナルまでの一貫指導・強化」と

叫んではいるが、さて、幼児対策は誰が手を出すのだろうか。 

誰の、どこの責任範囲などと言わないで、みんなで力を合せてやりましょうヨ。 

［平塚バスケットボール振興会代表、元日本協会・日本実業団連盟理事］ 

年度 登録人数 

2008 151,194 

2009 150,448 

2010 153,030 

2011 150,023 

2012 148,800 

2013 147,500 

2014 146,718 

2015 148,568 
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61年振りの再会 

―― 沖縄県立糸満高校と愛知県立明和高校 ―― 

三谷 千尋  

 

今年の 2 月 27、28 日の両日に、沖縄の糸満市で開催された「全国ゴールデンシニア・バ

スケットボール大会、第 5 回横浜カップ in 沖縄 2016」を利用して、個人的に過去 61 年

間持ち続けていた夢を実現する事が出来ましたので、此の事に付いてご紹介をさせていた

だきます。尚、此の出来事は、同大会開催の前日に行われました代表者会議で、大会会長

の挨拶の中に「この大会にかけての同窓会の開催もあります」とのお話もあったそうで、

関係者の中にはそのご記憶をお持ちの方もおいでになろうかと思います。 

話が昔に遡りますが、それは昭和 30 年 8 月 7 日のことであります。その年のインターハ

イが神戸市で開催され、私達愛知県代表の明和高校と沖縄県代表の糸満高校が、1 回戦で

顔を合わせる事になり、神戸市の御影高等学校の体育館で対戦を致しました。当時公立高

校のチームが普段他県のチームと試合をするなどと言う事は全くありませんでしたから、

いきなり海の向こうの沖縄のチームとの対戦を知った時は大変驚きました。そして井の中

の蛙的チームであった我々には、それなりに印象深い思い出として記憶に残りました。 

烈しい沖縄での戦禍をくぐり抜けた若者が、どん

な思いで遠路はるばる神戸まで来て帰ったのか、一

度会って話を聞いてみたい思いが、以来私の心の片

隅にずっとあったのです。しかし、そんなものは個

人の思いに留めて置くしかないと諦めていたので

すが、今回糸満市で大会が開催されシルバーキッズ

も参加すると聞きこの機会を逃す手はないと思い

ました。大会事務局の玉城雅夫氏（糸満高校 OB）に

年賀状を出してその意向を伝えたところ、快くその

労を引き受けて下さり、61 年振りの再開が実現する運びとなったのです。 

 大会前日の 19：00 に指定された糸満市の某居酒屋に一人で駆けつけましたところ、5 名

の関係者が私を迎えて下さいました。何せ、61 年前にコートの上で小１時間、時間を共有

しただけの関係で、名前も知らず顔も覚えて居ない者同士だけが、仲介者の介在も無く直

接会って初めて言葉を交わすわけです。それは何とも言えない緊張感に襲われた瞬間でし

た。張り詰めた空気の中で、｢私が皆様に面会を申し入れた明和高校の三谷です。本日は私

の勝手で唐突な申し入れに応えてお集まりくださり、真に有難うございます。｣と言う意味

合いの挨拶が、私の口から先に飛び出していました。その後は、お互いに言葉を交わしな

がら昔の事を紐解いて心を通わせる事が出来たのです。その主な内容は以下の通りです。 

糸満高校は、3 年生 5 名、2 年生 5 名、そして監督の 11 名で神戸に来たそうですが、ス

タメンの 3 年生 5 名の内 2 名は既に他界され、2 名は療養中で、主将の 1 名と 2 年生 2 名、

そして監督の他に、1年生で今回の大会役員をしておられた方の計 5名が出席されました。 

 会員だより 

 

 

 

 

 

栄冠 我にあり 

糸満高校代表決定の記念写真 
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私達の明和高校は、3 年生 7 名、2 年生 2 名のチームだったのですが、2 年生の一人が他

界し、3 年生には矢張り療養中の者が 3 名居りますが、未だ全員と話しが出来ます。78 歳

ともなれば、致し方ない事ですが、生きてこうして会って聞いた話を仲間に伝えることが

できるのは、本当に素晴らしい事だと喜んでいます。 

当時の沖縄は、ドル紙幣を使用する日本の中の外国でした。それで本土へ来るに当たり、

パスポートを準備し、一日置きに 3 種類の予防注射を 3 日も受けたのだそうです。船で鹿

児島迄 24 時間、其処からは何故か日豊線に乗り蒸気機関車で真っ黒になって福岡へ、神戸

到着には 20 時間を要したそうです。鉄道の無い沖縄の若者には驚きの体験だったそうです。

神戸では旅館を利用せず、裏六甲にある私学で当時先生をしておられた先輩の世話で、そ

の学校の合宿所に自炊して泊まり、山を越えて試合の会場へ通ったと聞きました。当時名

古屋から準急で２時間半かけて神戸に着き、市内の旅館に泊まった私達とは余りにも違う

環境に、只驚いて耳を傾けました。 

 しかしこのような労苦などは、当時の若者にとって自分達が沖縄の代表であると言うプ

ライドや心の支えがあって、何でも無かったということも聞く事が出来ました。確かに当

時の高校生の心には、県の代表となる事以外に全国大会に出場すると言う事には、日本の

未だ知らぬ土地に行く事ができると言う楽しみも、多くあったように思います。情報網や

インフラ等の整備状況も未だ今とは比べ物にならぬ時代でした。私はグランドで練習し日

焼けした身体でしたから、自分達よりも日焼けした沖縄のチームを見て、あの時はホッと

したと言いました。 

彼等は「全国大会に出てくるチームは、皆体育館のある学校ばかりだと思っていたが、

それは本当か。｣と言うので、持って行ったクレイのコートで写した当時の写真を見せまし

た。自慢ではありませんが、私は小学校から大学まで、母校の講堂や体育館建設の積立資

金ばかり支払って学業を終了させてもらった身分です。彼等もクレイのコートで写した写

真を持参して来ていました。米軍基地のハイスクールチームと練習試合をする時に、唯一

体育館でバスケットをすることが出来たので、それが楽しみだったと言っていました。私

達も名古屋市内にあったアメリカンスクール・チームと試合をした事があります。其の時

は米軍に接収されていた市の公会堂内の体育館で試合をす

る事が出来ました。床板が新しく敷き詰められピカピカに光

っていたのを思い出します。こんな経験の話は、お互いの気

持ちをぐっと近付ける事に役

立ったようです。似たような 

釜の飯を食べた者同志という 

ことなのでしょうか。 

 こんな話もありました。当

時学生が宿泊施設を利用する

ときはコメを持参したもので

した。 

  

 

 

 

当時の明和高校コート 

 

 

当時の糸満高校コート 
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しかし、彼等は米ではなく、免税品のウィスキー(ジョニ黒)を１人が 3 本持たされて、

お世話になった所に配ったのだそうです。全く本

土の者には別世界の話です。 

私達は、お互いに言葉を交わしたことは一度も

ありません。ゲームの時もその後も、顔も名前も

覚えて居ません。しかし、あの日あの時、公式の

舞台の上で、お互いが主役を演じ合ったのだと言

う事実とその記憶は持ち合わせているのです。そ

の者同士で、その事実と記憶を今回確認し合うこ

とが出来ました。それに何の意味があるのかと言

う疑問も自分の中には少しあります。しかしそれ

は当人同士だけの知るところ、感じるところだと

思います。今回の出会いにどんな意味があったのか、これが何をもたらしてくれるのか、

それはスポーツの醍醐味として隠されているような気がします。やがて形となって現れる

事でしょう。次の出会いに繋がるきっかけに屹度なるだろうと思っています。それで十分

でしょう。 

 当日は、先にも少し述べましたように、参加した各チームの代表者会議が 19 時から那覇

市であり、これに出席していた玉城雅夫氏を始めと

する大会関係者 4名と名古屋から参加したフリーダ

ムの野嵜正一氏（明和高校の 2 年後輩）他 2 名が、

会議終了後駆けつけてくれましたので、其れからは

総勢 12 名の賑やかな話の場となりました。 

 糸満市へ行ってバスケットをするのなら当時の

メンバーの方々に一言挨拶をしてからでなければ、

という身勝手な私の想いに多くの方々が応えて下

さり、思いを遂げる事ができましたことは、真に感

謝に堪えません。 

 私の粗末な細く長いバスケット人生の糸の先に、

満たされるものがありました。私の糸満です。これ

はやろうとして、できた事ではありません。そして沖縄バスケットのルーツには、糸満高

校のバスケットが深く関っている事も知りました。バスケットをして、そしてその糸を切

らさず続けて来られて、よかったとつくづく思います。 

これをお読みいただく皆様の中にも、もう一度、あの日、あの時の思いを共有したあの

人達だけには是非会って心を通わせて見たいと思っておいでになる相手があるのではあり

ませんか。どうぞ迷わずお試しください。きっといい出会いが待っていることでしょう。 

 バスケットを愛してやまない皆様の益々のご発展とご多幸を祈ります。 

[神戸シルバーキッズ一員] 

 

明和高校昭和 31 年卒メンバー 

神戸王子体育館前にて 

 

再開の５名(左上２名と左下３名) 

当日の関係者とともに 
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ＴＫ・ｂｊリーグ 終決 

１１年間にわたるプロリーグが有終の美 

 ［編集部］ 

 

 ターキッシュ エアーライン（ＴＫ）ｂｊリーグは、イースタン、ウェスタンのカンファ

レンスに別れて、昨年１０月２日から本年４月２４日までに各チーム５２試合を戦うレギ

ュラーシーズンを終え、各カンファレンス上位８チームがプレーオフに進んだ。 

 

［レギュラーシーズン成績］ 

イースタンカンファレンス        ウェスタンカンファレンス             

順位 チーム名 勝－敗 勝率% チーム名 勝－敗 勝率 

1 富山グラウジーズ ３９－１３ 75.0 京都ハンナリーズ ４１－１１ 78.8 

2 仙台 89ERS ３７－１５ 71.2 琉球ゴールデンキングス ４０－１２ 76.9 

3 秋田ノーザンハピネッツ ３５－１７ 67.3 島根スサノオマジック ３７－１５ 71.2 

4 新潟アルビレックス BB ３４－１８ 65.4 浜松・東三河フェニックス ３６－１６ 69.2 

5 岩手ビッグブルズ ３０－２２ 57.7 滋賀レイクスターズ ３５－１７ 67.3 

6 福島ファイヤーボンズ ３０－２２ 57.7 大阪エヴェッサ ３５－１７ 67.3 

7 信州ブレイブウォリアーズ ２７－２５ 51.9 金沢武士団 ２７－２３ 54.0 

8 青森ワッツ ２３－２９ 44.2 ライジング福岡 ２０－３２ 38.5 

9 群馬クレインサンダース ２２－３０ 42.3 バンビシャス奈良 １７－３５ 32.7 

10 横浜ビー・コルセアーズ １９－３３ 36.5 大分・愛媛ヒートデビルズ １６－３４ 32.0 

11 埼玉ブロンコス  ５－４７ 9.6 高松ファイブアローズ １１－４１ 21.2 

12 東京サンレーヴス  ５－４７ 9.6 広島ライトニング  １－５１ 1.9 

 

プレーオフは各カンファレンスそれぞれで上位８チームにより４月３０日から５月８日

までトーナメント方式により行われ、各カンファレンス上位２チームがファイナルズに進

む。 

 

［ファイナルズ進出チーム］ 

イースタンカンファレンス、富山グラウジーズ（１位）、秋田ノーザンハピネッツ（３位） 

ウェスタンカンファレンス、京都ハンナリーズ（１位）、琉球ゴールデンキングス（２位） 

（順位はレギュラーシーズンのもの） 

 

ＴＫ・ｂｊリーグファイナルズは東京・有明コロシアムで開催され、５月１４日は各カ

ンファレンスにおけるファイナル戦、５月１５日はｂｊリーグ今年度のファイナル戦で優

勝決定戦と３位決定戦である。その結果、沖縄琉球ゴールデンキングスが４度目の優勝を

飾った。準優勝は富山グラウジーズである。 
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［プレーオフとファイナルズの結果］ 
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 2005 年に６チームで始まったｂｊリーグは、この１１年間発展を続け、チーム数は４倍

の２４チームとなり観客動員数については年間１００万人を達成した。また、１１年間の

総観客動員数は８００万人を超えるとともに、上記ファイナルズにおいては有明史上最多

となる 11,038 人の観客動員となり、観客数からみればＮＢＬをはるかに上回っている。 

 当初は日本初のプロバスケットとして成り立っていくのかどうかと危惧されたが、各チ

ームの努力が効果をみせ、チーム数の増加と相まって観客動員数も増加し、強力なスポン

サーの後押しもあって見事プロとして運営されてきた。 

 この陰には河内コミッショナーをはじめとする関係スタッフが、徹底した観客動員策を

企画し、試合会場やその運営に工夫を傾注して観客のリピート化を実現した努力が隠され

ている。 

 2005 年にスタートしたｂｊリーグは今回が最終シーズンとなり、2016 シーズンからは現

在のＮＢＬと合併したＢリーグとなり、新しい国内トップリーグとして再出発する。 

2016 シーズンから開催されるＢリーグにおいては、観客動員策はもとよりスポンサーの獲

得、情報のネット配信などｂｊリーグに見習うべき点は多々あるのではなかろうか。 

 聞くところによると、ｂｊリーグ事務所のスタッフはリーグ終了ともに、今、再就職活

動を続けているという。殆どのチームはＢリーグにおいて再出発が可能となるが、事務ス

タッフの立場は厳しいものがある。特別なノウハウを持ち合わせたこれらスタッフが、こ

のままバスケットボールから遠のいていくのはあまりにももったいない。
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ＮＢＬも最終ファイナルへ 

                                  ［編集部］ 

 

 昨年１０月からスタートしたＮＢＬ2015～2016 シーズンは、レギュラーシーズンを終

え、プレーオフトーナメントへ入った。このプラザがお手元に届くころには優勝チームが

決定する予定である。 

 プラザ編集発行日程の関係から、途中成績までしか掲載できないことをご了承いただき

たい。ＮＢＬもＴＫ・ｂｊリーグ同様、次のシーズンからＢリーグとして再スタートする

が、観客動員数だけをみると、2016 シーズン以降の運営が心配されるチームもある。 

 それにしても千葉ジェッツの観客動員数は群を抜いている。本拠地は千葉県船橋市で、

聞くところによると市がバックアップして球団を盛り上げ、ホームコートも市立船橋アリ

ーナが確保されている。 

 

［レギュラーシーズン成績］                     

上記表で試合数が異なるケースは熊本地震の影響によって試合が中止されたため。 

各チームの順位は勝率によって決まる。 

 

［プレーオフファイナル］ 

 ５月１３日から開催されたプレーオフクォーターファイナルは、レギュラーシーズン上

位８チームのトーナメント方式で行われ、レギュラーシーズン上位４チームがいずれも２

連勝して次のセミファイナルへ進出した。 

 そして３回戦制のセミファイナルでは、東芝ブレイブサンダース神奈川とアイシンシーホース

三河が勝利し、５月２８日から行われるプレーオフファイナルへ進んだ。 

 

順位 チーム名 勝－敗 勝率% 平均観客動員数 

1 トヨタ自動車アルバルク東京 47－ 8 85.5 1,668 

2 リンク栃木ブレックス 43－11 79.6 2,601 

3 東芝ブレイブサンダース神奈川 37－17 68.5 1,005 

4 アイシンシーホース三河 35－18 66.0 2,206 

5 日立サンロッカーズ東京 34－20 63.0 1,342 

6 レバンガ北海道 28－27 50.9 2,692 

7 三菱電機名古屋ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝｽﾞ名古屋 27－28 49.1 1,381 

8 千葉ジェッツ 22－33 40.0 3,575 

9 広島ドラゴンフライズ 17－38 30.9 1,341 

10 熊本ヴォルターズ 13－36 26.5 1,550 

11 西宮ストークス 13－41 24.1  903 

12 サイバーダインつくばロボッツ 8－47 14.5  762 
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訃   報 

     

     小山 仁一 氏  平成２８年３月４日  享年 ８２ 

    

長年にわたり、振興会会員として、日本バスケットボール界発展のため多大な 

ご尽力を賜りました。 

ここに、謹んで哀悼の意を捧げ、ご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

 

事務局だより 

 

◇会費納入のお願い 

平成２８年度分の会費を納入下さいますようお願いいたします。会費納入のご案内を別紙にて同封い

たしましたので、よろしくお願い申し上げます。 

   また、月刊バスケットボール誌を購読されている方は会費以外に一部負担金 4,000円の納入もお忘 

れなく。 

＜振込み口座番号＞ 

  ゆうちょ銀行      

振り込み口座番号 ００１００－３－３１６０３５ 

             ＮＰＯ法人日本バスケットボール振興会 

             （同封の振り込み用紙をご利用下さい） 

 

 三菱東京ＵＦＪ銀行  神保町支店 

             普通預金口座  １６８４７４３ 

             特定非営利活動法人日本バスケットボール振興会 

  

 みずほ銀行      丸の内中央支店 

             普通預金口座  １００４６８７ 

             特定非営利活動法人日本バスケットボール振興会 
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プラザ こぼればなし 

 

◇ 本文に総会報告記事が掲載されているが、当振興会は、事業活動計画で第 1 の柱に、

日本協会の活動に協力し必要あれば提言して活動を支援することを挙げている。最近

バスケットボール界で一部の方々に日本協会の活動を批判または阻害する言動が報道

されているが、当振興会では一切関与していない。当振興会は日本協会以外の関連団

体にもバスケットボール界の発展のために必要な協力を惜しまず実行している。会員

の皆様にはこの趣旨をくみ取って是非当振興会の活動にご協力頂きたく。 

 

◇ 前号でリオ・オリンピック男子世界最終予選組み合わせが知らされたが、これを勝ち

抜きオリンピック出場を勝ち取ることは非常に難しいと思われる。したがって、さら

に先を目指して、将来性ある若手を男子日本代表に選んではいかがであろうか。２１

歳以下のユニバーシアード代表では若過ぎるであろうか。例えば、２５歳以下を主力

にこの歳を超える選手を２～３名に抑えるなど。是非、多くの若い有望な選手に国際

ゲームを経験させたいものである。 

 

◇ ＷＪＢＬはプレーオフ／ファイナルを３月１０日から開催し、ＪＸ―ＥＮＥＯＳが 15

日に３勝１敗で富士通を抑えて優勝した。本誌６９号の「こぼればなし」で日本の代

表チームＪＸ―ＥＮＥＯＳを応援したつもりであるが、このファイナル第２戦での惨

敗はいただけない。４戦の全試合で７０点を超える得点をしていながら、第２戦では

１７６㎝の山本選手に３Ｐシュート７本を含む２８点を決められている。特に第１ピ

リオド終盤に富士通の町田選手、山本選手に外郭から連続シュートを決められたにも

かかわらず、ＪＸ―ＥＮＥＯＳがゾーンディフェンスのまま、相手に余裕を持ったシ

ュートを打たれている。ここで抑えていれば２５点ビハインドのゲームにはならなか

ったのではなかろうか。特に日本代表選手となられる皆さんは国際ゲームの展開も念

頭に入れ、切磋琢磨し精進して臨機応変できる力をもってほしい。 

 

◇ 日本女子代表候補チームが世界の強豪オーストラリアに大敗した。渡嘉敷選手が不在

であってももっと得点を稼いでほしい。フィジカルで勝る世界の強豪には８０点の失

点は覚悟せねばなるまい。日本代表はひと試合８０点以上の得点能力が必須である。

男子も同様で、個人プレイでは難しいのでチームとしての積極的な点取り策を、監督、

コーチはもちろん選手も真剣に考えてほしい。この様な意識は、トップリーグの各チ

ームも、特に日本代表選手を有するチームは、常に持つべきではなかろうか。 

 

◇ 今回の本誌 70 周年記念にあたり、皆様から便りを頂けますようお願いします。神奈川

県中瀬さんからは毎号連載を、滋賀県須田さんからはご自身のご経験を、今回も兵庫

県三谷さんから近況を、それぞれ頂いて会員だよりが賑わっています。今後さらに記

事の充実を図りたく、特に全国各地それぞれにおけるバスケットボール関連の紹介が

ほしいものです。皆様、ふるってのご寄稿を。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人 

日本バスケットボール振興会 

            〒１０１―００５１ 

            東京都千代田区神田神保町１－４０ 

              豊明ビル ３０１号室 

            電話／ＦＡＸ（03）3219－9311 

            メール sinkokai@jbbs.jp 

 

 



 

 

 

 



３次元解析による構造最適化と安全性確保
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